
私
学
の
一
一

こ
の
度
の
新
入
学
生
の
中
か
ら
「
こ
の
学
校
の
基
督
教
主
義
は
ど
ぅ
知
れ
ば

判
る
の
か
」
と
の
質
問
が
出
た
そ
う
で
あ
ろ
。
わ
が
学
園
は
学
校
の
使
命
を
は

た
す
と
同
時
忙
基
督
教
主
義
の
慧
を
達
成
す
べ
く
一
電
の
電
荷
を
負
う
て
い

る
。
ま
ず
「
私
学
と
は
何
ぞ
や
」
と
い
っ
た
素
人
臭
い
借
閻
患
試
み
ょ
う
、
誓

架
北
並
ん
で
い
る
「
教
育
行
政
」
か
ら
「
新
教
育
課
程
と
学
校
経
営
」
「
大
学
経

営
の
需
と
実
務
」
「
学
校
運
用
溌
」
、
さ
て
は
随
想
の
「
大
学
の
顔
役
」
ま

で
手
あ
北
り
次
院
め
な
が
ら
、
こ
の
命
題
を
禽
し
て
見
た
の
で
あ
ろ
。

そ
こ
で
、
い
ま
き
ら
原
始
的
蠢
瑞
を
こ
ね
廻
す
訳
で
は
な
い
が
、
「
学
校

と
は
何
か
」
と
調
べ
て
見
る
と
「
す
な
わ
ち
学
校
と
は
、
校
舎
等
の
物
的
設
備

と
、
学
校
の
職
員
等
の
人
的
要
系
ら
成
っ
て
い
る
が
、
そ
の
各
個
の
人
的
ま

た
は
物
的
構
成
部
分
か
ら
区
別
せ
ら
れ
る
法
上
の
特
殊
性
を
取
得
し
、
そ
の
全

わ
が
建
学
の
特
殊
性

体
が
一
体
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
行
政
法
上
こ
の

一
体
的
設
備
を
営
造
物
と
よ
ん
で
い
る
か
ら
、
学
校
は
営
造
物
の
一
種
で
あ

ろ
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
。
物
と
人
と
が
こ
ん
竺
体
と
な
っ
て
教
育
と
い
う

働
き
を
す
る
も
の
、
そ
れ
が
学
校
で
あ
る
。

同
志
社
の
場
合
は
、
こ
の
普
遍
性
忙
対
し
、
さ
ら
に
立
学
の
特
殊
性
を
忘
れ

る
こ
と
が
出
来
な
い
。
試
み
に
、
学
校
法
人
同
志
社
の
寄
付
行
為
第
二
条
の
目

的
を
引
用
す
れ
ぱ
、
左
の
如
く
な
っ
て
い
ろ
。

「
本
法
人
は
、
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
従
い
、
キ
リ
ス
ト
教
を
徳
育

の
基
本
と
す
る
学
校
を
廷
呂
し
、
も
っ
て
教
今
実
を
挙
げ
る
こ
と
を
口
的
と

す
る
」私
学
三
晢
提
に
券
し
な
が
ら
、
粘
神
教
育
美
践
し
よ
う
と
す
る
極

め
て
困
難
な
一
局
い
次
元
を
目
指
し
て
い
る
。
世
間
で
は
い
ま
さ
ら
の
よ
う
に
、

道
徳
教
育
を
爼
上
に
の
せ
て
、
遅
蒔
き
な
が
ら
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
北

秦

孝
治
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よ
う
で
あ
る
が
、
わ
が
学
園
は
、
創
立
者
新
島
先
生
と
い
う
鏡
が
あ
る
た
め
、

手
っ
取
り
早
く
教
育
の
姿
を
反
射
し
て
、
そ
の
時
代
に
適
し
た
研
鐵
と
練
磨
を

す
ろ
こ
と
が
で
き
る
。
独
り
新
入
〕
笙
の
み
な
ら
ず
教
職
員
等
し
く
「
新
島
研

究
」
に
恕
す
べ
き
で
あ
る
。

北
だ
、
そ
の
叶
契
は
容
易
な
ら
ぬ
彼
岸
で
あ
っ
て
、
現
状
を
内
省
自
戒
す
る

と
き
に
、
そ
の
理
想
に
及
ぱ
ぎ
る
こ
と
遠
き
を
浩
歎
す
る
の
み
で
あ
る
。
ひ
北

す
ら
過
去
の
よ
き
伝
統
と
選
擧
う
け
つ
い
で
、
そ
れ
を
新
し
い
次
元
に
お
い

て
仙
展
さ
せ
、
充
災
さ
せ
命
袋
を
秘
す
る
の
外
は
な
い
。

わ
が
同
志
社
の
撃
希
神
が
風
指
す
と
こ
ろ
は
、
自
山
、
平
等
、
自
治
で
あ

り
、
換
言
せ
ば
、
民
主
主
電
あ
る
。
大
宅
壮
一
氏
は
『
大
学
の
顔
役
」
日
本

民
主
大
学
の
一
項
に
、
左
の
皮
肉
な
一
勧
に
言
及
し
て
い
る
。

「
た
だ
し
、
こ
の
民
大
に
も
い
い
と
こ
ろ
が
一
つ
ぁ
る
。
そ
れ
は
自
由
だ
と
い

う
こ
と
だ
。
恐
ら
く
世
界
中
ど
こ
を
さ
が
し
て
も
、
こ
ん
な
自
由
な
大
学
は
あ

る
ま
い
。
そ
の
卓
、
こ
の
学
校
は
『
百
家
m
鳴
大
学
』
と
改
称
し
た
方
が
よ

き
そ
う
だ
。
」

強
ち
、
わ
が
伺
志
社
大
学
を
眼
の
敵
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
実
は
東
都

の
公
私
立
大
岩
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
か
に
も
痛
い
お
灸

で
あ
る
。

え
も
の
で
あ
っ
六
が
、
昭
和
三
十
七
年
度
は
八
十
万
人
増
加
と
な
り
、
実
ル
百

万
人
の
激
減
と
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
悪
彬
、
は
高
校
が
昭
和
四
十
一
年

度
か
ら
、
大
学
に
は
四
十
五
年
よ
り
表
面
化
す
る
。
こ
の
深
刻
な
様
相
は
横
ば

い
と
は
い
ぇ
向
う
二
十
年
剛
は
続
く
も
の
と
見
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

口
本
私
立
忠
王
尋
学
校
連
合
会
で
は
、
昭
和
三
十
八
卸
度
の
高
校
生
亀

対
策
を
講
じ
、
全
国
私
青
校
が
金
百
五
十
億
円
の
負
隻
、
し
て
翻
設
し
て

前
進
し
た
も
の
が
、
こ
ん
度
は
、
去
る
气
月
六
日
、
東
京
で
「
第
一
回
漸
減
対
策

委
員
会
」
を
開
い
て
、
収
容
椴
の
揚
を
ど
ぅ
す
る
か
の
真
剣
な
検
N
移

つ
て
い
る
。
猫
の
眼
の
よ
う
に
長
蜘
計
画
が
変
遷
す
る
の
も
ど
ぅ
か
と
思
う
。

見
通
し
の
焦
点
は
左
の
如
く
一
葬
し
て
い
る
。

昭
和
四
十
五
年
度
に
公
私
立
合
せ
て
百
.
二
万
人
の
収
'
盆
設
に
対
し
て
生
徒

数
は
四
七
万
人
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
急
増
対
靜
の
工
子
級
当
り
の
収
容

定
員
は
一
割
増
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
正
常
定
員
(
五
七
人
)
と
修
正

す
れ
ぱ
亘
万
人
の
収
客
施
陛
九
十
三
万
人
分
の
も
の
で
あ
る
(
私
中
高

調
)
、
そ
こ
で
五
十
四
万
人
分
の
施
設
の
器
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
し
か

も
高
校
入
羔
譽
の
う
ち
学
賀
の
低
い
公
需
校
へ
吸
収
さ
れ
る
も
の
が
大

部
分
と
い
う
こ
と
に
で
も
な
れ
ぱ
、
施
設
の
過
剰
は
ほ
と
ん
ど
私
立
高
校
に
し

わ
よ
せ
さ
れ
る
危
険
祭
強
い
」
(
教
育
学
術
新
聞
三
九
・
三
・
一
一
日
号
)

と
今
か
ら
悲
暢
を
あ
げ
て
い
ろ
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
叢
ツ
子
と
い
う
べ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
一
寝
に
殺
到

す
る
廻
合
せ
に
な
っ
て
い
る
。
「
昭
和
三
十
年
に
比
べ
入
学
定
員
は
、
全
日
制

高
校
で
梨
十
二
万
人
か
ら
百
五
十
八
万
人
(
昭
和
三
十
八
年
)
と
二
倍
以
上

に
ふ
ぇ
^
L
^
る
^
^
、
^
]
}
^
は
^
・
^
^
^
ら
^
.
^
^
^
と
力
え
、
^
L
」
、
此
ま

つ
て
い
る
(
中
略
)
本
年
の
国
立
私
立
大
学
(
短
大
を
含
む
)
罪
集
定
員

出
生
率
や
人
園
の
増
減
が
、
や
が
て
学
校
経
営
に
影
鞍
す
る
の
は
、
当
然
の

こ
長
年
来
、
眼
の
色
を
か
え
需
ぞ
、
検
討
し
、
杞

北
が
、

"
纎
で
あ
っ

憂
す
ろ
な
ど
は
近
こ
ろ
稀
れ
な
現
殊
で
あ
る
。

日
本
の
人
口
は
、
年
剖
百
八
十
万
人
位
の
自
然
増
で
、
食
料
の
前
途
を
憂
え

進
学
々
徒
の
将
来
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約
二
十
八
万
人
に
村
し
て
、
進
学
希
望
者
は
浪
人
も
含
め
る
と
約
四
十
三
万
人

と
推
,
、
さ
れ
る
光
引
き
十
五
万
人
は
浪
人
を
す
る
勘
定
と
な
る
。

穫
、
李
語
希
望
者
は
ふ
ぇ
る
一
方
で
あ
り
、
三
十
三
年
皮
で
は
寝

卒
七
十
七
万
七
千
人
の
う
ち
進
学
希
望
者
は
十
九
万
七
千
人
、
浪
人
七
万
五
千

人
を
加
え
て
進
学
希
望
率
は
二
五
・
四
%
で
あ
っ
た
も
の
が
、
三
十
八
年
度
に

は
二
九
・
九
%
、
こ
と
し
三
一
・
-
0
0
κ
な
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ろ
」
(
日
本

の
教
育
水
準
、
入
試
地
獄
)

こ
こ
に
引
用
し
た
二
つ
の
材
料
は
、
何
れ
も
異
っ
た
ソ
ー
ス
か
ら
計
算
さ

れ
、
不
一
致
の
点
も
あ
る
が
、
た
だ
昭
和
三
十
三
年
高
校
卒
の
数
だ
け
は
、
文

部
省
指
定
統
計
に
合
っ
て
い
る
。
き
れ
ぱ
、
わ
れ
ら
の
加
盟
し
て
い
る
日
本
私

立
大
学
連
盟
が
、
苦
心
し
て
集
計
し
た
「
大
学
進
学
希
望
県
計
」
を
編
し

て
参
考
と
し
よ
う
。
し
か
も
大
釜
学
者
に
は
一
人
で
二
回
も
三
回
も
受
験
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
か
ら
、
大
学
側
か
ら
見
た
数
字
か
、
高
校
側
か
ら
見
た
数
字

か
の
疑
問
が
お
こ
る
。
こ
れ
は
高
校
側
か
ら
見
た
、
い
わ
ゆ
る
、
追
跡
調
査
だ

と
の
こ
と
で
あ
ろ
。
次
貞
の
別
表
を
御
一
覧
願
い
た
い
。
大
学
へ
の
登
譜
よ

り
も
、
中
校
、
高
校
へ
の
広
い
門
に
神
経
を
と
が
ら
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

他
山
の
石
な
が
ら
塾
1
批
の
取
大
倫
数
を
紹
介
す
る
。
「
ま
ず
国
と
地
方

公
共
団
体
の
教
育
賀
に
つ
い
て
み
ょ
う
。
一
般
に
経
済
の
発
展
し
た
国
ほ
ど
国

民
所
得
に
対
す
る
公
熟
曇
の
比
率
が
高
い
が
、
わ
が
国
の
場
合
、
一
人
当
た

り
国
民
所
得
は
約
四
百
六
十
ド
ル
会
下
七
年
度
)
と
あ
ま
り
高
く
な
い
も
の

の
、
国
民
所
得
に
対
す
る
公
教
育
費
の
比
穫
六
%
に
近
い
、
ま
た
国
民
総
生

産
に
占
め
る
教
育
賓
の
割
合
は
米
国
四
・
五
%
、
ソ
連
三
・
七
%
、
 
E
E
C
諸

学
値
上
げ
の
限
界

国
の
三
三
%
に
比
べ
わ
が
国
は
四
1
五
0
。
で
、
世
界
で
も
真
グ
ル
ー
プ
に

は
い
っ
て
い
る
。
国
、
地
方
行
政
貿
総
禎
と
の
関
係
で
み
て
も
三
・
四
%

会
一
十
五
趣
)
と
、
世
界
で
最
も
高
い
」
(
日
本
の
教
育
水
凖
、
教
育
費
の
増
大

日
経
参
照
)

も
っ
と
細
か
い
父
兄
の
負
担
頴
を
学
生
一
人
当
り
K
見
た
数
字
が
出
て
い
る

け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
省
略
し
、
生
々
し
い
東
京
の
有
力
大
学
に
対
す
る
朝
日

新
聞
記
交
、
抜
齊
き
し
て
結
論
に
急
が
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
左
の
要
聖
の
ま
ま

を
借
用
し
た
。

「
法
政
大
学
の
助
教
授
尾
張
さ
ん
が
自
校
と
他
の
有
名
私
大
を
比
較
し
て
述

べ
た
と
こ
ろ
を
『
法
政
』
二
月
号
か
ら
引
用
し
て
み
ょ
う
。

国
公
立
と
比
べ
る
と
、
三
十
六
年
度
で
す
で
に
、
私
大
の
入
霊
は
平
均
二

二
倍
、
業
料
四
・
五
倍
だ
そ
う
で
あ
る
。
法
政
で
は
、
三
十
八
年
度
の
赤

は
総
計
三
二
億
円
だ
が
、
収
入
面
で
は
、
寄
付
金
ゼ
ロ
、
財
産
収
入
一
六
0
0

万
円
、
国
や
徽
の
補
助
金
五
九
0
0
万
円
、
惜
入
金
九
億
、
あ
と
は
学
生
の

負
担
に
ま
つ
。
と
こ
ろ
僑
入
金
の
利
・
畏
、
授
業
料
収
入
の
一
劃
W
提
す

る
そ
う
で
あ
る
0

そ
の
塚
萪
収
人
が
人
件
費
を
辛
う
じ
て
上
回
っ
て
い
る
の
は
法
政
だ
け

、し

で
、
他
の
五
大
学
は
み
な
足
が
出
て
お
り
、
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
の
が
入
学
金

そ
の
他
学
生
納
付
金
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
無
"
を
し
て
佼
舎
の
新
増
築

を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
(
「
季
節
風
」
私
学
の
お
台
所
)

こ
の
孫
引
き
を
見
つ
め
な
が
ら
、
わ
が
お
台
所
と
比
峻
せ
ん
が
た
め
、
ま

ず
、
私
大
連
盟
三
月
号
か
ら
私
立
大
学
の
■
学
繋
垂
革
し
て
み
よ
う
。

「
昭
和
三
十
九
年
度
の
聖
大
学
の
う
ち
、
文
業
三
0
大
学
と
工
葉
四

四
大
学
を
調
査
し
た
も
の
を
A
と
し
、
本
連
盟
加
入
の
文
業
四
五
大
学
と
理
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昭和38年11月(単位人)

高校

卒業作度

33"1

34

35

36

37

38

39

40

41

42

お

44

45

46

47

48

49

50

〔注〕 1.

2.

3.

d、

卒業者

(3の 1,939,461

(31)2,003,782

218,000 98,000 316,000 215,884

192,000 7フ,000 269,000 220.000

276,000 49,000 325,000

382,000 89,000 471,000

370,000 213,000 583,000

395,000 309,000 668,000

321,000 380,000 701,000

294,000 409,000 703,000

262,000 411,000 673,000

243,000 385,000 628,000

232,000 346,000 578,000

224,000 303,000 527,000

214,000 252,000 466.000

(30)1,663,18↓

(31)1,871,682

(33)1,419,060

(3の1,967,230

(35)2,514,986

(36)2,442,687

(37)2,374,538

(33) 1,895,967

(34) 1,974,872

(35)1,フ70,483

(36) 1,409,060

(37)1,947,657

(38)2,505,000

(39)2,433,000

(4の2,365,000

大学進学希望者

BA
B

(38)2,140,000 (41)2,130,000 73.0

(39)1,969,000 (42)1,959.000

(40)1,フ74,000 (43)1,764,000

(41)1,661,000 (4の1,650,000

(42)1,588,000 (d5)1,578,000

(ι3)1,541,000 (46)1,531,000

(44)1,47フ,000 (47) 1,467,000

小卒数、中卒数のの左肩の()内数字は、小学校・・・・・中学校卒業時の年次を示す。
太線よb上の部分は実数(学校基本諏査)である。太線より下の部分は概数である。
高杖志願者数中学卒業者に対する志願者の比率が35年次60.2%36年次63.8%37年次67.0%であろところから38年次以降4」年次迄は毎年次に 1.5%則す
ものとみなし、それ以降は減少しても増す事はないものとみなして73%に固定した。
高校入学者数中学卒業者に対する入学者の比率が36年次66%37年次65%であろところから38年次は1%増とみなし、それ以降は67%に固定し大。
高校卒業者数 38年次以降は高校入学時の数から10万人が減少したものとみなした。(過去の実績より)
大学志願者数現役 37年次は高校卒業者に対する志願者は22.2%であろから38年以降41年迄は毎年0.5%増とみなし、 41年次においては24.2%である

ところから41年次以降は変動のないものとみなした。
浪人 37年度交部省訊査を基礎とし北。浪人の算出方法は浪人の85%が翌年受験するものとして入学老総数の35%が浪人の合粘老とみ北。

大学入学者数総 39年以降は入学者数を22万人として推計した。
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工
科
一
五
大
学
の
B
項
を
参
照
す
る
。

初
年
度
納
入
金
平
均

理
工
科
系

き
ら
に
東
京
と
関
西
の
七
大
学
と
比
較
し
、

ろ
数
字
を
あ
げ
て
見
よ
う
。

大

8

A
三
へ
石
七
円

宍
四
、
量
人
円

名

文

(
昭
和
三
九
年
二
月
四
日
調
)

同
志
社
大
学
が
将
来
に
確
保
す

B

科
系

三
二
、
=
呂

一
三
、
三
呂

三
0
、
=
呂

Ξ
'
呂

△
、
0
呂

石
四
、
呂
0

八
九
、
習
⇔

六
一
、
0
冒昭
和
え
年
度

究
、
0
呂

亘
八
、
0
8

一
三
、
六
九
一
円

璽
、
人
晝
円

料
」
な
ど
か
ら
拾
っ
北
が
ま
こ
と
に
詳
細
に
わ
た
ろ
材
料
の
片
鱗
に
過
ぎ
な

、
0
し

こ
の
値
上
げ
は
、
従
来
の
赤
字
解
消
を
第
一
義
と
し
、
き
ら
に
今
後
の
物
価

上
昇
を
も
頭
に
入
れ
な
が
ら
昭
和
四
十
七
年
度
ま
で
に
は
、
経
常
勘
定
と
建
設

勘
定
併
せ
て
へ
イ
ラ
イ
ン
達
成
に
漕
ぎ
つ
け
る
覚
悟
で
編
成
き
れ
て
い
る
。
た

ん
に
大
学
に
限
定
し
て
述
べ
ざ
ろ
を
得
な
い
紙
数
の
制
限
あ
る
点
を
許
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

昭
和
四
十
年
度
は
、
学
費
値
上
げ
が
、
こ
ん
度
は
東
京
方
面
の
廻
合
せ
で
あ

つ
て
、
雲
に
計
上
し
九
平
均
値
を
遥
か
に
上
廻
る
だ
ろ
う
。
同
志
社
大
学
が
二

重
構
造
で
今
年
と
来
年
の
二
度
の
増
額
を
決
め
た
数
字
を
前
表
に
対
比
す
る
と

き
、
実
に
合
理
的
な
遠
慮
し
た
、
し
か
も
苦
心
し
九
妥
当
性
が
看
取
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
う
え
は
年
問
収
支
予
算
化
の
完
遂
に
期
待
し
、
定
着
数

の
裏
づ
け
が
な
け
れ
ば
折
角
の
苦
心
も
実
の
ら
な
い
の
で
あ
ろ
。

こ
の
数
値
は
、
昨
年
十
月
三
十
日
付
で
同
志
社
大
学
か
ら
公
表
し
九
「
学
賓

改
訂
問
題
の
理
解
の
た
め
に
「
そ
の
こ
か
ら
「
そ
の
三
」
に
及
び
、
ま
九
「
資

理
工
科
系

一
九
七
、
=
冒

一
八
九
、
呂
0

玉
0
、
=
呂

玉
七
'
呂

二
九
6
呂

玉
0
、
0
冒

凾
莞
年
度
)

=
四
、
晋
0

丑
、
0
呂

器
年
度

三
四
、
0
8
円

一
六
三
、
0
8

向
学
心
の
伸
び
方
は
、
前
表
K
示
す
よ
う
に
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ろ
。
こ
れ
を
出
産
率
と
併
せ
て
考
え
る
と
き
、
米
国
で
は
左
の
よ
う
な
一
例
を

示
し
て
い
る
。

コ
九
七
0
年
(
昭
和
四
十
五
年
)
に
な
る
と
、
合
衆
国
に
お
け
る
小
学
校
の
入

学
数
は
五
0
%
、
中
学
校
は
七
五
%
、
そ
し
て
各
種
大
学
で
は
一
 
0
0
0
。
増
加

す
ろ
も
の
と
予
測
き
れ
て
い
る
。
大
学
入
学
者
の
こ
の
大
増
加
の
一
部
分
の
み

が
、
出
告
増
加
か
ら
来
て
、
他
大
部
分
は
大
学
教
育
に
対
す
ろ
米
人
の
慣

習
の
変
化
に
ょ
る
。
一
九
三
0
年
に
は
十
八
才
の
人
々
の
三
0
。
、
一
九
四
0

年
に
は
一
八
%
、
一
九
五
五
年
に
は
三
0
%
が
大
学
へ
入
学
し
北
」
(
大
学
経
営

急
増
の
克
服

同立関関明立慶早

社館学大治教応田

丁.女

学科

系系

稲学志、命



の
理
論
と
実
務
)

前
記
の
資
料
は
、
一
九
五
七
年
(
昭
和
三
十
二
年
)
の
ゼ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た

か
ら
大
聖
十
年
問
の
比
較
に
相
当
す
る
が
、
米
国
で
さ
え
、
就
学
の
漸
増
が

近
年
大
変
な
鞭
で
あ
る
か
ら
、
一
九
六
四
年
(
昭
和
三
十
九
年
)
に
お
け
ろ

私
大
連
盟
調
の
大
学
進
学
希
望
者
推
計
E
/
D
は
、
高
校
か
ら
す
ぐ
大
学
へ
の

志
願
老
一
三
一
.
ニ
%
と
浪
人
七
七
、
 
0
0
0
人
を
考
慮
に
入
れ
、
勘
く
と
も
二

三
.
ニ
%
の
定
着
と
見
系
支
え
な
い
か
と
思
う
。
換
言
す
れ
ぱ
、
米
人
の
大

学
入
学
者
に
比
し
、
日
本
人
の
入
学
者
数
が
相
当
数
低
い
率
だ
と
い
ぇ
る
。
私

大
連
盟
の
調
査
に
ょ
り
、
大
学
志
願
者
の
増
加
が
昭
和
四
一
年
度
ま
で
は
毎
年

0
.
五
%
増
と
見
て
い
る
が
、
米
国
の
増
加
す
る
理
由
と
同
じ
趨
勢
に
ょ
り
、

出
生
率
の
み
の
制
砲
か
か
わ
ら
ず
文
化
の
伸
展
は
も
っ
と
大
き
く
激
増
す
る

の
で
は
な
い
か
。

文
部
省
調
査
局
は
、
昭
和
三
十
七
・
八
年
度
の
高
校
条
生
に
対
し
、
来
ろ

六
月
一
日
現
在
ま
で
、
大
学
進
学
希
望
数
、
家
庭
の
年
間
収
入
貧
困
学
生
の

学
業
成
績
な
ど
を
調
査
す
る
打
開
策
を
考
え
て
い
る
。

ま
九
、
自
民
党
の
文
教
翌
会
と
文
教
部
会
の
有
力
な
両
院
議
員
が
、
文
部

省
の
提
出
し
北
「
入
学
志
願
者
の
推
計
」
「
大
学
欝
噂
者
別
割
合
」
「
急
増
対
復

対
す
る
考
え
方
」
「
政
府
の
財
源
措
置
」
に
基
い
て
去
る
四
月
に
二
回
審
議
し
て

雲
に
私
学
振
興
議
員
懇
話
会
が
決
誓
た
よ
う
な
、
私
〕
羅
祭
、
三
分
の

一
は
納
付
金
、
三
分
の
一
は
寄
付
金
、
三
分
の
一
は
国
筆
助
成
な
ど
の
理
想
案

が
雫
北
し
て
実
現
可
能
で
あ
る
か
、
実
状
に
則
さ
な
い
空
娯
飛
で
は
折
角
の
洲

査
も
研
究
も
し
ょ
せ
ん
は
無
駄
骨
に
讐
9
る
こ
と
を
恐
れ
る

二
年
後
の
昭
和
四
十
一
年
度
は
浪
人
を
含
め
約
六
十
万
人
か
大
学
の
門
に
殺

到
す
る
予
想
と
な
ろ
か
ら
文
部
省
は
十
万
人
の
大
学
定
員
増
加
急
増
対
策
を
講

じ
て
い
る
。
恐
ら
く
謎
別
の
割
合
か
ら
大
学
と
短
大
は
九
0
%
が
私
大
に
皷

寄
せ
ら
れ
る
。
前
記
米
国
の
急
増
対
策
は
、
私
大
が
負
担
額
に
堪
え
ら
れ
な
い

黎
、
い
ず
れ
も
回
遜
し
、
大
部
分
は
公
立
す
な
わ
ち
州
立
大
学
の
受
入
れ
と

な
り
、
施
設
対
策
よ
り
か
教
授
陣
の
払
底
に
悩
ん
で
い
る
。

わ
が
同
志
社
は
昭
和
三
十
年
度
末
(
創
立
八
十
周
年
)
に
お
い
て
在
学
生
一

九
、
三
五
名
で
あ
っ
た
も
の
が
、
九
年
後
の
昭
和
三
十
八
年
三
月
十
日
現
在

で
三
二
、
九
三
四
名
と
な
り
、
僅
か
に
二
0
%
の
増
加
ル
過
ぎ
な
い
が
、
建
物

は
二
五
、
八
三
五
坪
で
あ
っ
た
も
の
が
四
五
、
八
一
五
坪
に
増
大
し
、
一
八
0

%
す
な
わ
ち
二
倍
程
度
に
伸
び
て
来
九
。
昭
和
三
十
六
年
以
来
の
苦
し
い
赤

を
克
服
す
る
こ
と
と
、
大
学
進
学
急
増
対
策
に
対
し
て
は
、
当
儲
家
に
対
す

る
公
教
育
機
関
の
義
務
と
し
て
私
学
も
ま
北
大
き
な
打
開
策
の
一
半
を
負
う
べ

き
で
あ
る
0

今
四
月
か
ら
発
足
し
た
ば
か
り
の
わ
が
長
期
財
政
調
査
委
員
会
の
方
向
と
見

透
し
が
奈
辺
に
到
達
す
ろ
か
は
判
ら
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
施
設
の
急
増
し
た
新

し
い
革
袋
を
、
同
志
社
糊
を
遂
行
す
る
質
的
向
上
の
濃
厚
教
育
と
共
に
ど
ぅ

有
忽
切
化
利
用
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
全
学
園
条
げ
て
衆
智
を
集
め
、

急
速
に
決
意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

(
理
事
長
)

9

ノ
、
、

＼

い
る
0



同
志
社
の
新
島
先
生
と
慶
応
義
塾
の
福
沢
先
生
は
明
治
の
生
ん
だ
偉
火
な
る

二
大
教
育
家
で
あ
る
。
明
治
の
初
年
に
多
く
の
先
覚
的
な
教
育
家
に
ょ
っ
て
創

ら
れ
た
私
学
の
う
ち
、
今
日
な
お
在
続
し
、
し
か
も
立
派
な
学
園
と
な
っ
た
こ

の
二
大
学
は
、
真
の
意
味
の
私
学
の
代
表
と
申
し
て
ょ
か
ろ
う
と
思
う
。

新
島
先
生
は
元
治
元
年
二
八
六
四
年
)
憂
国
の
念
や
み
難
く
齢
二
十
二
の

時
、
国
禁
を
犯
し
て
国
外
に
脱
出
し
、
滞
米
十
力
年
に
わ
た
り
、
ニ
ュ
ー
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
で
清
教
徒
の
信
仰
と
教
育
を
受
け
、
明
治
七
年
十
一
月
化
帰
国
し
た

滞
米
中
よ
り
念
願
で
あ
ろ
基
督
教
主
義
の
学
園
を
創
設
せ
ん
も
の
と
、
初

、

がめ
神
戸
に
、
き
ら
に
大
阪
に
そ
の
地
を
求
め
た
が
、
種
々
な
事
佶
が
こ
れ
を
許

さ
ず
、
つ
い
に
仏
教
の
本
拠
と
い
う
べ
き
京
都
に
、
し
か
も
、
そ
の
二
年
前
に

よ
う
や
く
切
支
丹
禁
制
の
高
札
が
撤
去
せ
ら
れ
た
時
に
、
す
な
わ
ち
明
治
八
年

十
一
月
忙
「
官
許
同
志
社
英
学
校
」
を
創
設
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
五
年
学
制

の
太
政
官
布
告
の
前
よ
り
す
で
に
京
都
は
進
歩
的
な
教
育
制
度
を
実
施
し
て
い

る
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
福
沢
先
生
は
明
治
五
年
五
月
に
親
し
く
京
都
の

新
島
襄
と
福
沢
諭
吉

教
育
制
度
を
視
察
し
、
明
治
七
年
二
月
、
今
の
奇
府
庁
構
内
に
そ
の
分
校
「
京

都
慶
誕
塾
」
を
隆
し
た
が
、
こ
れ
に
専
任
す
る
適
当
な
担
当
者
を
う
る
こ

と
が
で
き
ず
、
学
ぶ
生
徒
も
少
く
な
っ
た
の
で
僅
か
一
力
年
で
閉
鎖
廃
校
す
ろ

の
止
む
な
き
に
い
た
っ
た
。

京
都
は
こ
の
進
歩
的
な
教
育
制
度
を
さ
ら
に
ょ
り
よ
き
も
の
と
せ
ん
と
す
る

時
、
た
ま
た
ま
新
帰
朝
の
新
島
先
生
が
京
都
府
顧
問
の
山
本
覚
馬
氏
畢
校
設

置
の
こ
と
を
相
談
し
、
同
氏
よ
り
非
常
な
る
援
助
を
受
く
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
、
ま
こ
と
に
天
の
摂
理
と
申
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
う
。
時
の
田
中

文
部
大
輔
は
渡
米
中
よ
り
先
生
を
知
り
、
な
ん
と
か
し
て
文
部
の
官
途
に
つ
か

せ
ん
も
の
と
し
た
が
、
先
生
の
固
い
意
志
を
曲
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
六
。

同
志
社
英
学
校
開
校
の
数
日
後
に
同
氏
に
書
き
送
り
て
国
く
「
此
の
山
水
明
媚

の
地
を
卜
し
て
幾
多
の
有
為
の
月
年
男
女
を
教
育
し
将
来
邦
家
の
た
め
に
尽
す

所
あ
ら
ん
と
す
る
幾
百
千
の
新
島
を
餐
成
す
る
を
得
ぱ
吾
邦
の
た
め
に
貢
献
す

ろ
所
な
し
と
せ
ず
、
是
が
予
が
畢
生
の
大
倒
的
な
り
」
と
。
先
生
は
「
吉
田
松

陰
が
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
力
よ
う
な
方
」
で
あ
っ
て
、
「
先
生
が
同
志

吉

礼

10
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社
を
創
っ
た
の
は
日
本
玉
し
た
か
ら
創
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
池
救
は
ん
が

九
め
忙
仰
っ
た
の
で
あ
る
一
と
使
蝶
距
氏
は
●
し
て
い
ろ
。

福
沢
先
生
は
安
政
五
年
二
八
五
八
年
)
江
戸
の
築
地
に
蘭
議
を
開
き
、
慶

応
竃
を
創
り
、
教
育
に
ょ
り
、
き
ら
に
「
西
議
情
」
「
学
問
の
す
す
め
」
「
文

噐
之
概
略
」
等
の
初
期
の
著
述
托
よ
り
、
西
洋
文
明
を
紹
介
し
、
封
建
制
お

よ
ぴ
そ
の
田
葱
ぜ
打
破
し
、
近
代
国
家
建
設
に
努
力
し
、
文
明
開
化
の
新
時
代

を
来
す
こ
と
に
大
い
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
「
維
新
の
翻
も
程
な
く
治
ま
っ

て
天
下
大
平
に
向
い
て
来
た
が
、
新
政
府
は
マ
ダ
マ
ダ
跡
の
片
付
が
容
易
な
こ

と
で
な
く
し
て
明
治
五
、
六
年
ま
で
は
教
育
に
手
を
着
け
ろ
こ
と
が
で
き
な
い

で
専
ら
洋
学
を
教
え
る
は
矢
張
り
慶
応
輩
ぱ
か
り
で
あ
っ
た
。
」
上
野
の
動
乱

の
時
に
も
ウ
ェ
】
ラ
ン
ド
の
経
済
書
の
'
誓
続
け
「
慶
応
器
は
一
日
も
休

業
し
た
こ
と
は
な
い
此
塾
の
あ
ら
ん
限
り
大
日
本
は
世
界
の
文
明
国
で
あ
る
」

(
福
翁
自
伝
)
と
。
天
下
を
の
む
気
慨
で
あ
っ
た
。
当
時
の
慶
会
塾
は
わ
が
国

の
学
問
の
府
で
あ
り
文
部
省
は
三
田
に
あ
り
と
ま
で
称
せ
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
し
か
る
忙
明
治
政
府
も
よ
う
や
く
政
道
が
軌
道
に
乗
る
よ
う
に
な
り
、
教

育
制
度
も
整
備
し
て
、
官
立
の
学
校
を
創
る
よ
う
に
な
る
に
従
っ
て
「
伺
か
の

気
ま
ぐ
れ
化
官
民
と
か
朝
野
と
か
忌
に
灰
別
を
立
て
て
私
を
疎
外
し
邪
魔
に
し

て
甚
だ
し
き
は
之
を
妨
げ
な
ん
と
ケ
チ
な
こ
と
を
き
れ
た
の
に
は
少
々
圈
り
ま

し
た
」
と
中
き
れ
ろ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
官
学
優
先
の
愚
と
国
家
を
背
景

と
す
る
そ
の
組
織
力
は
、
△
,
日
も
な
お
存
誓
て
慶
応
一
議
も
黒
社
も
私
学

と
し
て
、
創
立
当
初
よ
り
、
こ
の
同
じ
難
関
倫
面
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

新
島
.
福
沢
先
生
は
そ
の
男
思
う
切
実
な
ろ
願
い
に
ょ
り
、
そ
の
一
身
を

賭
し
て
新
国
家
の
建
設
に
全
て
売
捧
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の

両
先
生
を
思
っ
と
き
全
く
異
な
る
二
つ
の
一
彬
を
見
る
の
で
あ
る
。
「
福
沢
先

生
は
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
辞
典
を
、
新
島
先
生
は
寧
詣
を
臂
ち
帰
ら
ル
尤
」
O
Y
イ
島

先
生
は
一
冊
の
著
込
ら
し
、
き
も
の
を
著
わ
す
こ
と
な
く
、
北
だ
沌
疲
'
気
{
列
{
な

る
'
一
一
璽
的
感
化
を
も
っ
て
多
く
の
有
為
な
る
年
阜
旦
肖
し
た
。
福
沢
先
生
は
慶

」
会
塾
の
教
育
に
ょ
り
、
ま
六
、
五
十
余
に
垂
ん
と
す
る
そ
の
一
姦
を
通
し
、

ま
た
経
世
的
な
才
能
を
も
つ
て
時
器
報
皐
驫
呂
し
て
但
を
啓
発
し
、
指
導
し

た
の
で
あ
る
。
徳
富
氏
古
い
わ
れ
る
と
と
く
、
新
島
先
生
は
こ
の
点
二
偏
沢
先

生
の
経
世
的
智
識
に
は
到
底
及
ぱ
な
か
っ
た
。
」

福
沢
先
生
は
、
わ
が
県
欧
米
文
明
諸
国
の
水
譜
達
す
る
た
め
忙
は
富
国

強
兵
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
叉
資
本
)
を
蓄
積
し
て
経
済

力
を
強
大
に
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
と
考
え
、
ま
ず
金
草
獲
得
す
る
こ
と
の
必
要
な

る
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
う
し
て
門
下
生
を
あ
ら
ゆ
ろ
経
済
界
に
活
躍
せ
し
め

た
。
か
か
る
が
故
に
新
日
本
資
本
主
義
形
成
の
首
謀
者
と
し
て
一
部
の
老
か
ら

攻
撃
批
難
き
れ
、
ま
た
「
拝
令
宗
の
本
山
」
と
ま
で
離
せ
ら
れ
た
。
内
村
鑑

三
氏
さ
え
も
「
彼
に
依
り
て
拝
金
小
は
恥
か
し
か
ら
ぎ
ゑ
叢
と
な
れ
り
」
と

ま
で
批
難
し
た
の
で
あ
ろ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
多
角
面
な
る
先
生
の
、
た
だ
そ

の
一
っ
の
面
の
み
を
見
て
批
誓
し
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
生
の
念
願
と
す
る
と

こ
ろ
は
全
て
国
家
の
独
立
に
ょ
覇
日
本
の
建
設
で
あ
っ
た
。
三
身
独
立
し

て
一
国
独
立
す
」
「
独
立
の
気
力
な
き
も
の
は
風
急
う
こ
と
深
切
な
ら
ず
」
(
学

問
の
す
す
め
)
「
国
の
独
立
は
倒
的
な
り
。
国
民
の
文
明
は
此
目
的
を
達
す
ろ
術

な
り
」
(
交
明
論
之
概
略
)
と
。
こ
の
同
的
を
一
凄
す
る
た
め
北
必
要
な
る
も
の

は
全
て
こ
れ
書
て
北
。
こ
の
た
め
に
富
も
'
義
も
敦
育
も
全
て
必
要
と
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
る
に
明
治
二
十
八
年
R
汚
醜
の
勝
利
に
ょ
り
、
わ
が
国
は

よ
う
や
く
独
立
国
家
と
し
て
の
序
に
つ
く
こ
と
が
で
き
、
念
願
の
鳥
的
が
よ
う

11



^
く
^
^
を
^
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
^
^
に
^
ん
^
の
^
ゞ
あ
る

新
島
先
生
は
年
来
の
願
い
で
あ
ろ
同
志
社
大
学
の
設
立
の
九
め
に
、
病
身
に

鞭
打
っ
て
東
奔
西
走
せ
ら
れ
を
と
が
そ
の
死
期
を
早
め
、
明
治
二
十
三
仔
一

月
二
十
三
日
、
神
奈
川
県
大
磯
の
客
舎
で
昇
天
せ
ら
れ
た
。
時
に
齡
四
十
八

先
生
の
死
が
報
ぜ
ら
れ
る
ろ
や
福
沢
先
生
は
時
事
新
報
に
弔
文
を
か
か
げ
、
そ

の
死
を
階
ま
れ
た
。
「
今
の
日
本
社
会
に
は
学
者
宗
教
家
鼠
を
始
め
と
し
国

家
百
年
の
計
り
の
え
め
に
真
に
社
会
の
独
立
を
謀
る
も
の
と
て
は
晨
星
客
々
数

ふ
に
足
ら
ず
。
方
今
世
間
に
国
家
独
立
の
談
少
な
か
ら
ず
。
我
輩
の
常
に
聞
く

と
こ
ろ
に
し
て
其
言
甚
牙
な
り
と
靴
も
其
事
実
を
見
ろ
可
ら
ざ
る
を
如
何
せ

ん
0
:
:
:
今
新
島
氏
は
今
世
の
稽
牝
処
し
て
其
流
に
流
れ
ず
教
育
に
蚕
の

と
と
に
恐
に
し
て
多
年
其
節
を
涼
へ
ず
真
に
独
立
の
士
と
称
す
可
し
。
其
身

死
す
と
も
其
名
は
消
す
可
ら
ず
」
と
。
新
島
先
生
は
、
宗
教
家
と
し
て
ょ
り
も

教
育
家
と
し
て
同
志
社
大
学
登
の
遠
大
な
る
理
舒
画
を
早
く
よ
り
抱
し
て

お
ら
れ
九
の
で
あ
る
が
、
明
治
八
年
三
月
、
す
な
わ
ち
「
同
志
社
英
学
校
加
永

(
十
一
月
)
の
前
に
米
国
の
恩
人
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
忙
送
っ
た
玉
の
中
に
「
予

の
確
信
に
ょ
れ
ぱ
吾
等
が
伝
導
師
養
成
所
以
外
に
一
っ
の
普
通
大
学
程
度
の
学

校
を
起
す
に
非
ず
ん
ば
吾
等
畢
誘
雛
は
望
鎚
い
。
:
:
:
若
し
吾
々
が

唯
神
学
と
バ
イ
ブ
ル
の
み
を
教
ふ
る
だ
け
な
ら
ぱ
私
は
恐
れ
る
最
優
秀
な
る

日
本
青
年
は
吾
れ
等
の
下
に
倒
ろ
喜
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
等
の
要
求
な
す

所
の
も
の
は
此
外
実
に
近
世
学
術
の
新
鴛
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
明
治

二
十
一
年
十
一
月
十
日
「
黒
社
大
学
讐
の
旨
意
」
売
烹
し
、
全
国
の
人

士
に
訴
え
九
の
で
あ
る
。
「
吾
人
は
政
府
の
手
に
お
い
護
立
し
た
る
大
字
の

実
に
有
益
な
る
を
興
は
ず
、
し
か
れ
ど
、
も
人
民
の
手
K
拠
っ
て
ル
立
す
る
k

学
の
実
に
大
な
轟
化
を
国
民
に
及
ぽ
す
こ
と
を
信
ず
、
・
・
・
・
.
其
雑
の
独
自

一
己
の
気
象
を
発
揮
し
、
自
治
自
立
の
人
民
を
養
成
す
る
に
至
う
て
は
、
是
れ

私
立
大
学
特
性
の
長
所
力
る
を
信
芋
ん
ば
非
ず
、
・
・
・
・
・
・
基
督
教
支
は
実ヒ

に
我
が
青
年
の
精
神
と
品
行
と
を
陶
冶
す
る
活
力
あ
る
こ
と
を
仁
じ
、

:
止

の
主
義
を
以
て
口
史
打
を
陶
冶
す
る
人
物
姦
成
せ
ん
と
欲
す
ろ
の
み
、
:
:
:
一

国
の
良
心
と
も
謂
ふ
可
き
人
々
を
養
成
せ
ん
と
欲
す
、
・
:
・
:
百
年
緑
こ
と
は

人
を
植
ゆ
る
に
在
り
と
、
蓋
し
我
が
大
学
登
の
如
き
は
、
実
に
一
国
百
年
の

大
計
よ
り
し
て
止
む
可
ら
ざ
る
事
業
な
り
・
・
・
・
・
・
」
と
。
か
く
し
て
先
生
の
死
後

二
十
二
年
の
歳
月
を
へ
た
明
治
四
十
五
年
五
月
、
先
生
の
待
望
せ
ら
れ
た
同
志

社
大
学
は
設
立
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

=

新
島
先
生
と
福
沢
先
生
は
宗
教
に
関
し
て
は
全
く
対
照
的
で
あ
っ
九
新
島

先
生
の
教
育
方
針
の
根
本
理
念
は
も
と
よ
り
基
督
教
に
あ
ろ
が
、
福
沢
先
生
は

幼
時
か
ら
「
宗
教
に
は
全
く
淡
泊
」
で
あ
り
、
明
治
の
初
年
頃
は
む
し
ろ
、

基
督
教
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
明
治
十
四
年
六
月
十
四
日
、
京
都
で
本
願
寺

の
要
望
に
ょ
り
、
四
名
の
慶
応
器
出
身
老
に
ょ
る
基
督
教
攻
撃
の
演
説
会
が

催
さ
れ
力
。
こ
れ
に
対
し
て
同
志
社
は
六
月
十
八
日
、
新
島
先
生
お
よ
び
そ
の

門
下
の
人
々
忙
よ
っ
て
、
反
駁
の
大
会
を
開
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
福
沢
先
生

は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
同
年
九
月
に
「
時
事
小
考
=
」
の
う
ち
「
外
教
の
証

を
防
ぐ
こ
と
に
つ
い
て
」
の
中
で
「
唯
其
布
教
に
由
て
人
民
政
治
上
の
考
に
如

何
な
る
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
鰍
を
明
に
せ
ん
と
慾
す
る
の
み
:
:
:
自
分
は
仏

教
の
友
に
も
非
ず
。
耶
裟
の
友
に
も
非
ず
。
さ
れ
ぱ
亦
其
敵
ル
も
非
ざ
る
故

に
双
方
壮
ハ
忙
安
堵
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
願
ふ
」
と
述
べ
ら
れ
て
ぃ
る
よ
う
に
、
こ

た
だ
血
.
、
盛
ん
な
る
そ
の
門
下
生
か
先
生
の
真

、

の
靴
の
漉
゛
会
の
一

竹
ι

意
を
解
す
る
こ
と
な
く
行
動
な
し
九
る
も
の
で
あ
北
朋
治
十
七
年
に
な
る
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と
之
示
教
も
ま
た
西
洋
風
に
従
は
ぎ
る
可
ら
ず
」
と
、
「
宗
教
の
功
徳
も
経
世

上
ま
た
必
要
な
り
」
と
、
経
世
上
の
立
場
か
ら
{
義
の
必
要
な
る
こ
と
た
薗
飯

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
晩
年
に
至
っ
て
は
「
自
分
も
残
る
生
涯
の
仕
事
の
一
つ
と
し
て
仏

教
で
も
森
教
に
て
も
い
づ
れ
に
て
も
宜
し
い
。
こ
れ
を
引
き
立
て
て
多
数
の

民
心
を
和
ら
げ
ろ
よ
う
に
す
ろ
虫
」
が
彼
の
生
涯
の
最
後
に
な
さ
ん
と
す
る
念

願
の
一
っ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
宗
教
に
対
す
る
考
え
方
が
非
常
に
変
っ
て

来
た
の
で
あ
ろ
が
遂
将
仰
に
入
る
こ
と
は
な
か
う
た
。
晩
年
(
明
治
三
十
年
)
の

著
述
な
る
二
侶
翁
百
話
」
の
う
ち
に
、
彼
は
籾
め
て
宗
教
観
に
近
き
こ
と
を
述

べ
て
い
る
か
、
そ
の
後
述
是
聞
く
こ
と
な
く
し
て
他
界
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
誠

に
磯
な
こ
と
で
あ
っ
た
し
か
し
、
彼
は
男
女
道
徳
・
社
会
道
徳
の
向
上
を

創
る
こ
と
を
早
く
よ
り
墨
の
念
願
と
し
て
「
日
雨
人
論
」
「
品
璽
釧
」
「
男
女

交
需
」
「
日
本
男
子
論
」
「
女
大
禅
論
」
「
新
女
大
学
」
等
の
著
述
を
通
じ
て
広

く
世
に
呼
び
か
け
、
こ
れ
轟
導
せ
ん
と
し
九
の
で
あ
る
。
先
生
逝
去
の
一
力

年
前
、
す
な
わ
ち
明
治
三
十
三
年
に
、
信
頼
せ
る
門
下
生
驫
筆
.
せ
し
め
た

「
修
身
要
領
」
を
国
民
道
徳
の
基
本
な
り
と
し
、
門
下
生
を
し
て
日
本
全
国
に

遊
説
せ
し
め
、
一
般
尼
の
道
徳
の
向
上
を
計
ら
ん
と
し
た
。
明
治
二
十
九
年

十
一
月
、
先
生
は
傑
肇
の
教
育
方
針
の
理
念
を
「
遺
言
の
如
く
」
に
発
表

し
て
日
く
「
傑
輩
は
単
に
一
処
の
釜
と
し
て
甘
ん
ず
ろ
を
得
ず
。
其
目

的
は
我
日
本
国
中
に
お
け
る
気
品
の
泉
源
智
徳
の
模
範
た
ら
ん
こ
と
を
朔
し
之

を
実
際
に
し
て
民
家
.
処
世
立
国
の
本
旨
を
明
忙
し
て
之
を
口
に
言
ふ
の
み
非

ず
躬
行
突
践
を
以
て
全
社
会
の
先
響
た
ら
ん
こ
と
を
期
す
る
の
み
」
と
。
先

生
は
明
治
三
十
一
年
の
大
安
後
、
一
時
回
復
せ
ら
れ
九
よ
う
に
見
え
九
が
、
明

治
三
十
四
年
二
月
二
貝
遂
に
六
十
七
歳
の
生
涯
を
終
ら
れ
た
。
基
督
教
界
の

元
老
植
村
正
久
氏
は
先
生
の
死
を
悼
み
、
弔
し
て
日
く
「
日
本
の
大
平
民
と
し

て
噂
敬
す
る
福
沢
先
生
遂
に
逝
き
ぬ
。
・
・
・
・
・
・
明
治
の
世
界
に
も
平
民
と
し
て
自

立
せ
り
。
其
の
独
立
自
脚
主
義
は
慶
応
義
塾
の
修
身
要
領
窕
布
と
共
に
始
ま
り

し
も
の
迄
非
ず
。
先
生
は
独
立
自
尊
を
以
て
出
身
せ
し
も
の
な
り
。
其
の
生
涯

は
此
の
主
義
を
貫
徹
せ
ん
こ
と
を
期
し
少
く
と
も
正
直
に
其
の
実
践
躬
行
を
図

り
九
る
も
の
な
り
。
・
・
・
・
・
・
儒
教
主
義
急
み
嫌
い
て
根
底
よ
り
日
本
道
徳
を
改

革
せ
ん
と
志
し
夙
に
文
明
雷
倫
理
驫
じ
晩
年
に
至
り
慨
然
と
し
て
修
身
要

領
の
伝
道
者
た
り
し
福
沢
先
生
は
突
に
戦
い
の
人
に
て
あ
り
き
。
福
沢
先
生
は

宗
教
家
に
非
ず
。
し
か
れ
ど
も
宗
教
以
外
の
意
味
に
お
い
て
彼
は
多
く
の
偶
像

を
破
壊
せ
り
。
先
生
の
手
忙
種
々
の
偶
像
粉
砕
せ
ら
れ
て
日
本
文
明
の
進
歩
は

著
し
く
其
の
速
力
を
加
へ
た
り
・
・
・
・
・
・
」
と
。

明
治
の
生
ん
だ
こ
の
二
大
教
育
家
は
そ
の
教
育
の
裂
・
主
峩
に
お
い
て
各

相
違
せ
る
独
自
の
道
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
共
に
独
立
独
歩
単
な
る
一
市
民

た
る
こ
と
壽
り
と
し
、
常
に
私
学
の
膚
由
な
希
神
を
高
揚
し
、
官
学
.
{
島

僚
に
対
抗
し
て
そ
の
節
を
屈
す
る
こ
と
な
く
、
遂
に
そ
の
創
立
者
急
類
だ
に

し
な
か
っ
た
立
派
な
教
育
王
国
を
打
建
て
る
に
い
九
っ
た
の
で
あ
る
。
私
学
は

そ
の
創
立
名
の
建
学
の
慧
粘
神
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
よ
く
こ
れ
を
受
継

ぎ
、
新
し
い
時
代
に
応
じ
て
こ
れ
を
育
て
行
く
こ
と
に
そ
の
使
命
が
あ
り
、
生

命
が
あ
る
。
創
立
者
の
建
学
の
精
神
を
失
い
九
る
時
は
、
私
学
と
し
て
の
生
命

を
失
い
た
る
忙
等
し
い
。
同
志
社
と
慶
」
会
塾
は
、
き
ら
に
、
今
日
よ
り
一
世

紀
後
の
日
を
迎
え
ろ
時
、
歴
史
は
正
直
に
そ
の
歩
み
し
功
績
を
語
る
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
後
化
来
り
両
先
生
の
遺
風
を
継
ぐ
者
の
双
肩
に
あ
る
の

で
あ
る
。

(
大
正
六
中
学
卒
・
御
木
本
真
珠
取
締
役
)
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今
年
の
七
月
十
七
日
が
新
島
先
生
の
函
館
脱
走
か
ら
百

年
に
当
ろ
の
で
、
当
時
の
歴
史
的
背
景
と
そ
の
時
代
の
子

新
島
先
生
と
を
ぎ
っ
と
回
顧
し
て
み
た
い
。

田

鎖
国
と
洋
学

徳
川
幕
府
は
寛
永
十
(
一
六
三
己
年
に
鎖
国
令
を
出

し
、
日
本
人
の
海
外
渡
航
禁
止
と
共
に
切
支
丹
訴
人
を
奨

励
し
北
。
し
か
し
、
先
進
文
化
の
波
は
こ
の
鎖
国
の
岸

に
、
西
か
ら
東
か
ら
遠
慮
な
く
吹
き
寄
せ
て
内
部
に
浸
透

し
、
鎖
国
態
勢
を
内
か
ら
漸
次
崩
壊
さ
せ
九
。
鎖
国
と
い

う
て
も
特
定
国
の
商
船
は
長
崎
で
自
由
に
交
易
し
、
宗
教

に
無
関
係
の
図
書
は
監
督
下
に
輸
入
さ
れ
て
、
特
定
の
学

者
が
こ
れ
に
接
し
た
。
こ
と
に
、
将
軍
吉
宗
は
禁
書
を
解

い
て
欧
洲
文
明
の
導
入
を
策
し
、
幕
府
の
高
官
新
井
白
石

は
「
西
洋
紀
聞
」
「
采
覧
異
言
」
を
著
わ
し
、
さ
ら
に
民

間
蘭
学
者
の
説
が
享
保
改
革
の
琵
興
業
方
針
中
に
採
択

さ
れ
る
等
、
日
本
人
の
海
外
渡
航
こ
そ
禁
止
さ
れ
て
い
る

洋
学
が
幕
府
の
中
心
に
受
容
さ
れ
、
こ
こ
に
鎖
国
態

゛
)
、
力勢
は
内
か
ら
崩
れ
か
か
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
後
代
に
影
轡
し
て
前
野
良
沢
、
杉
田
玄

白
、
大
槻
玄
沢
な
ど
の
蘭
学
興
隆
時
代
を
へ
、
平
賀
源
内

司
長
漢
、
山
片
蟠
桃
な
ど
は
封
建
的
身
分
制
を
批
判
す

る
忙
到
り
、
ま
た
一
方
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
門
か
ら
出
た
高

良
斎
、
専
長
英
な
ど
も
内
待
勢
の
危
機
を
憂
慮
し
て

こ
れ
を
行
動
の
上
忙
も
あ
ら
わ
す
に
到
っ
北
。
こ
の
ほ
か

佐
藤
七
淵
、
本
多
利
明
、
林
子
平
ら
の
需
愚
や
傑

観
も
鎖
国
批
判
の
上
に
立
っ
北
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

ら
が
前
述
の
蘭
学
*
畏
の
一
系
宍
行
動
な
ど
と
共
に
、
時

代
の
先
端
に
立
っ
九
青
年
知
織
層
に
与
え
影
響
は
大
き

か
っ
北
と
思
わ
れ
る
。

鎖
国
の
崩
壊

蘭
学
の
興
隆
に
ょ
り
援
意
築
高
ま
っ
嘉
果
は
晃

府
、
雄
藩
共
に
武
器
の
輸
入
、
洋
式
懇
の
採
用
、
突
学

の
勃
興
と
洋
式
の
殖
産
興
業
と
な
り
、
あ
る
い
は
押
し
付

け
ら
れ
た
と
は
い
ぇ
、
米
、
英
、
露
以
下
の
需
国
と
の
修

好
希
蕪
と
も
な
り
、
続
い
て
幕
府
は
文
久
元
(
一
八

六
一
)
年
六
貝
西
周
、
津
田
真
道
、
榎
本
武
揚
、
赤
松

則
良
、
林
研
海
、
伊
東
玄
白
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
留
学
を
命
じ

彼
ら
は
九
月
に
長
崎
を
出
発
し
北
。
の
み
な
ら
ず
憾
二

(
一
八
丕
<
)
年
に
は
一
般
の
倒
学
兪
可
し
北
。
実
に

究
永
の
鎖
国
か
ら
二
百
三
十
三
年
風
で
鎖
国
は
、
実
質
か

ら
も
形
式
上
か
ら
も
、
幕
府
自
体
に
ょ
り
完
全
に
崩
壊
し

え
。

こ
ん
な
峨
力
の
中
で
、
当
酷
、
日
本
有
禦
、
恐
脹
の
国

士
刑
秀
才
で
、
し
か
も
日
本
の
政
治
・
文
化
の
中
心
、
江

潜
行
と
歴
史
の
審
判

函館脱出 1864^1964

中良
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戸
に
い
た
青
年
「
新
島
七
五
三
太
敬
幹
」
が
黙
っ
て
、
じ

つ
と
し
て
い
る
筈
が
な
い
。
ま
し
て
藩
主
は
進
歩
的
な
学

者
で
あ
り
、
洋
式
調
練
を
採
用
し
、
藩
の
選
抜
生
に
蘭
学

せ
し
め
、
自
ら
の
藥
M
中

一

忙
は
漂
語
や
米
利
堅
新

誌
の
よ
う
な
写
本
を
も
持

、

負

ち
、
し
か
も
、
後
者
を
新

島
七
五
三
太
に
与
え
て
い

一

ろ
ほ
ど
の
人
で
あ
っ
九
。

"

ま
た
蘭
学
の
教
師
は
、

゛

゛

時
に
「
フ
レ
イ
ヘ
イ
ト
ガ
L

と
絶
叫
し
て
自
由
に
あ
こ

、

が
れ
、
そ
の
凱
で
見
る
図

書
は
西
欧
文
明
の
高
さ
を

.

.

教
え
、
ひ
そ
か
に
読
む
禁

ノ

書
、
宗
教
於
前
代
未
聞

の
倫
理
的
新
宗
教
の
存
在

を
暗
示
し
て
い
る
。
こ
の

社
会
、
こ
の
身
辺
。
真
の

憂
国
多
感
の
青
年
が
ど
ぅ

し
て
心
中
に
海
雛
将
の

念
を
燃
や
さ
す
に
お
れ
よ

.

う
か
。
ま
し
て
や
幕
府
が

、

白
ら
禁
を
破
っ
て
倒
学
生

寺

を
送
る
に
到
っ
て
は
、
小
藩
安
中
の
俊
才
は
遂
に
辛
棒
で

き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

あ
と
で
知
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
海
外
へ
潜
行
し

た
の
は
新
島
先
生
だ
け
で
は
な
い
。
長
州
か
ら
は
、
新
島

先
生
の
潜
行
に
先
立
つ
一
年
の
文
久
三
年
、
井
上
馨
、
伊

藤
博
文
、
井
上
勝
が
変
名
し
て
英
国
へ
行
き
、
眺
摩
か
ら

は
新
島
先
生
に
一
年
お
く
れ
て
十
五
名
も
英
国
へ
行
っ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
六
名
は
穩
米
国
へ
行
き
、
或
る
者
は
新

島
先
生
に
も
会
っ
た
。
先
生
の
署
名
符
に
 
k
0
旨
{
牙
=
区

k
吊
ず
ミ
P
 
工
一
8
ヨ
異
0
 
冨
0
昂
O
P
 
Z
0
ぐ
.
 
N
ゞ
ず
一
伽
の
↓
.

種
子
島
刑
輔
と
二
人
が
署
名
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
畢
末
の
海
外
潜
行
は
、
轟
の
日
本
の
ト

ツ
プ
ク
ラ
ス
の
青
年
と
為
政
京
、
時
勢
の
き
び
し
い
要

求
に
ょ
り
、
緊
要
の
こ
と
と
し
て
実
行
し
た
こ
と
で
、
百

年
後
の
今
日
に
な
っ
喜
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
幕
府
の

禁
制
を
破
る
と
か
守
る
と
か
の
問
擧
裂
し
九
大
き
な

歴
史
の
本
流
に
棹
さ
し
北
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
案
府
や

長
州
や
一
躍
の
留
差
鞭
府
や
藩
の
方
針
に
ょ
り
、
幕

府
の
九
め
藩
の
た
め
に
留
学
し
た
が
、
新
島
先
生
の
場
合

は
条
向
ら
が
詩
や
撃
慧
し
、
日
本
国
の
九
め
十

字
聾
負
っ
て
拶
、
国
し
た
と
こ
ろ
に
面
期
的
b
点
票
あ

り
、
こ
の
青
聶
は
同
志
社
存
立
の
基
硫
で
も
■
る
。

(
史
料
網
拠
円
心
)

*
挿
西
は
ぺ
リ
ー
捉
杵
の
日
本
述
征
'
掲
載
の
弗
末
の
函
館
港

鴇
ゞ

遁
● 、
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大
学
経
営
の
秘
訣

先
日
、
広
島
へ
新
総
長
住
谷
君
が
あ
い
き
つ
に
来
ら
れ
た
と
き
、
そ
の
校
友

会
の
席
上
で
も
述
べ
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
同
志
社
は
従
来
と
違
っ
て

学
生
な
し
で
は
経
営
で
き
な
い
状
況
托
な
っ
て
ぃ
る
の
だ
か
ら
、
住
谷
君
の
よ

う
な
、
学
生
を
よ
く
理
解
し
、
ま
た
学
生
か
ら
支
持
き
れ
る
よ
う
な
総
長
を
迎

え
た
と
い
う
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
適
当
で
あ
っ
た
と
思
う
。
と
く
に
住
谷
君
は

旧
組
合
教
会
の
名
門
で
あ
っ
て
、
同
氏
の
伯
父
さ
ん
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
住

谷
天
来
と
い
ぇ
ぱ
、
組
合
教
会
の
柱
石
の
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教

主
義
か
ら
い
っ
て
も
、
ま
た
同
志
社
を
支
え
て
い
ろ
組
合
教
会
の
立
場
か
ら
い

つ
て
も
、
住
谷
君
は
同
志
社
と
因
縁
浅
か
ら
ぬ
名
門
の
出
身
で
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
わ
け
だ
。
こ
う
い
う
二
っ
の
意
味
で
、
新
総
長
は
新
同
志
社
を
負
う
人
物

と
し
て
、
ま
こ
と
に
適
仟
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
。

私
は
同
志
社
が
従
来
と
違
っ
た
と
い
っ
え
が
、
こ
れ
は
同
志
社
に
限
ら
ず
、

現
在
の
私
学
は
す
べ
て
従
前
と
違
っ
て
、
授
業
料
中
心
の
経
営
に
な
っ
て
ぃ
ろ

こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。
従
前
は
私
学
の
経
営
に
多
大
な
フ
ァ
ン
ド
が
必
要
で

あ
っ
て
、
歴
代
の
私
学
主
脳
者
は
、
そ
れ
の
で
き
な
い
人
物
は
、
私
学
指
導
の

能
力
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
フ
ブ
ン
ド
経
営
は
今
日
で
は
夢
と
消
え
、

今
日
で
は
私
学
の
経
営
は
直
接
に
、
学
生
の
納
め
ろ
授
業
料
や
入
学
金
そ
の
他

の
納
入
金
で
経
営
さ
れ
ろ
こ
と
と
な
う
た
。
し
た
が
っ
て
自
然
、
私
学
は
学
生

の
数
を
増
加
し
、
マ
ン
モ
ス
化
せ
、
さ
る
を
得
な
く
な
っ
て
ぃ
る
。

私
は
大
正
七
年
七
月
東
大
を
お
え
、
直
ち
に
同
志
社
か
ら
研
究
費
二
十
五
円

を
毎
月
も
ら
い
、
そ
う
し
て
翌
八
年
四
月
か
ら
同
志
社
に
講
師
と
し
て
授
業
を

扣
当
し
、
九
月
に
新
大
学
令
に
ょ
っ
て
同
志
社
大
学
が
発
足
す
る
と
同
時
に
教

授
と
な
り
、
大
正
十
四
年
十
月
法
学
部
長
の
任
期
終
了
ま
で
同
志
社
に
在
職
し

た
の
で
あ
る
が
、
当
時
、
私
は
学
生
を
三
0
0
人
に
増
や
す
こ
と
を
主
張
し
北

今
中
次
麿

ノ

、戸蔀急亀、
.゛
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が
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
三
0
0
人
増
員
す
る
と
、
経
営
費
の
赤
字
年
三
万
円

が
何
と
か
坂
め
合
せ
が
つ
く
曾
汁
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
理
事
会

は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
か
ぎ
し
て
少
数
教
育
を
主
張
し
て
い
た
の
で
、
私
ω
主

張
は
容
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
当
時
の
総
長
海
老
名
弾
正
先

生
を
募
金
に
追
い
や
り
、
米
国
に
ま
で
先
生
を
募
金
に
派
遣
し
た
。
先
生
は
総

長
就
任
の
際
の
条
件
と
し
て
、
募
金
の
責
任
は
負
え
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

の
で
、
代
り
に
足
利
武
千
代
氏
を
足
利
銀
行
頭
取
の
職
か
ら
引
抜
い
て
、
財
務

主
任
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
随
分
皆
さ
ん
募
金
に
は
苦
労
を
き
れ
た
の
で
あ

る
。
岩
倉
の
土
地
問
題
も
端
を
そ
の
辺
か
ら
発
し
て
い
る
弟
一
回
の
任
期
が

来
た
と
き
私
は
海
老
名
先
生
に
再
任
き
れ
ぬ
よ
う
に
進
言
し
た
。
そ
れ
は
理
事

会
の
方
針
に
一
致
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
が
ん
ら
い
そ

の
前
の
総
長
原
田
助
氏
と
の
話
で
同
志
社
に
就
任
し
た
の
で
、
海
老
名
先
生
と

吉
野
先
生
と
が
推
選
者
だ
っ
た
。
当
時
ま
だ
法
学
部
長
と
し
て
は
櫛
田
民
蔵
氏

が
在
任
き
れ
、
日
本
経
済
史
の
滝
本
博
士
は
す
で
に
平
教
授
代
な
っ
て
お
ら
れ

た
。
海
老
名
先
生
は
、
私
よ
り
後
に
同
志
社
に
来
て
墾
に
な
ら
れ
た
の
で
あ

つ
た
が
、
こ
れ
は
全
く
予
想
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の

は
海
老
名
先
生
は
か
っ
て
同
志
社
を
批
判
さ
れ
、
朝
鮮
あ
た
り
へ
移
し
た
方
が

よ
い
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
校
友
の
反
感
を
買
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
、
先
生
の
総
長
就
任
に
は
、
校
友
の
一
部
に
反
対
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
先
生
も
青
年
教
育
に
は
深
い
使
命
観
を
抱
か
れ
て
い
た
の
で
、
意
を
決

し
て
、
反
対
の
あ
る
同
志
紘
長
に
就
任
き
れ
た
の
だ
が
、
な
か
な
か
先
生
の

意
図
は
行
な
わ
れ
な
い
叢
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
財
政
撃
あ
っ

て
年
々
約
三
万
円
の
赤
字
が
つ
づ
い
た
。
こ
の
赤
字
を
解
決
す
ろ
た
め
に
、
自

然
財
界
の
支
持
を
仰
ぐ
必
要
が
あ
っ
て
、
校
友
中
の
そ
の
方
面
の
能
力
者
に
接

近
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
同
志
社
の
暗
繋
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

今
日
と
兇
)
、
当
時
の
財
界
人
は
い
ま
だ
十
分
に
大
学
教
育
の
精
神
を
体
得

し
な
い
人
が
多
か
っ
九
。
だ
か
ら
大
学
令
の
定
め
て
い
る
よ
う
な
「
学
問
の
う

ん
の
う
を
極
め
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
は
、
全
く
理
好
灸
い
て
い
北
。

だ
か
ら
そ
れ
ら
の
人
々
の
露
を
入
れ
ね
ぱ
金
は
集
ま
ら
な
い
し
、
金
.
条
め

よ
う
と
す
れ
ぱ
大
学
教
育
の
理
想
は
加
減
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
矛
盾

忙
苦
し
め
ら
れ
九
。
そ
の
頃
は
ま
九
今
日
の
よ
う
な
学
生
運
動
は
な
か
っ
た
。

学
生
の
獣
と
い
ぇ
ぱ
、
学
年
試
誓
落
第
し
そ
う
な
学
生
が
、
教
授
を
脅
迫

し
て
廻
る
1
例
え
ぱ
短
刀
を
呑
ん
で
教
授
宅
を
廻
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
あ
る
と
き
試
鹸
の
監
督
教
授
か
ら
教
授
会
に
力

ン
ニ
ン
グ
の
通
告
が
あ
っ
て
処
分
が
問
樫
な
っ
た
が
、
学
生
は
カ
ン
ニ
ン
グ

を
璽
し
て
、
そ
の
カ
ン
ニ
ン
グ
を
見
付
け
た
人
を
脅
迫
し
、
教
授
会
も
ど
っ

ち
が
真
実
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
事
情

だ
っ
た
。
だ
か
ら
今
日
の
よ
う
に
、
学
生
連
動
を
や
か
ま
し
く
い
う
理
事
も
な

か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
問
題
は
あ
ま
り
「
う
ん
の
う
を
極
め
ろ
」
教
育
.
は
か
り

や
ろ
の
で
役
に
立
た
な
い
と
い
う
苫
情
が
列
嘱
か
ら
出
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

の
だ
。
全
く
隔
世
の
感
で
あ
る
。
あ
る
と
き
そ
の
理
誓
ち
の
一
人
が
、
わ
れ

わ
れ
教
授
と
教
育
に
つ
い
て
の
懇
談
会
を
開
い
て
い
る
席
上
で
、
君
ら
の
教
育

は
「
羊
頭
を
か
か
げ
て
狗
肉
を
売
る
も
の
だ
」
と
い
う
失
言
を
し
た
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
器
の
失
言
に
対
し
て
私
は
甑
相
容
れ
共
と
い
う
決
心
を
し
た

の
で
、
早
速
辞
表
を
出
し
、
ち
ょ
う
ど
仟
期
の
来
て
い
た
海
老
名
先
生
κ
も
一

緒
に
退
陣
を
希
望
し
た
の
で
あ
ろ
し
か
し
、
先
生
は
栓
と
し
て
の
責
任
を

感
じ
て
留
ま
ら
れ
た
。
先
生
は
私
の
辞
職
も
容
易
に
認
め
て
下
き
ら
な
い
の
で

私
は
帝
大
の
方
へ
転
任
で
き
ろ
か
ら
と
い
う
内
情
を
話
し
て
ょ
う
や
く
先
生
は



私
の
前
途
の
た
め
に
同
志
社
か
ら
解
放
し
て
下
さ
っ
た
わ
け
で
あ
ろ
。
そ
の

際
、
私
は
別
に
帝
大
の
ど
こ
か
ら
も
招
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の

前
、
私
は
京
城
大
学
へ
行
か
な
い
か
と
い
う
勧
誘
を
小
野
塚
先
生
か
ら
う
け
て
、

同
志
社
の
た
め
に
艦
れ
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
断
っ
た
事
実
が
あ
る
の
で
、

海
老
名
先
生
か
ら
解
放
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
そ
う
い
う
術
策
を
用
い
て
相
済

ま
な
か
(
.
た
わ
け
で
あ
ろ
が
、
や
む
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
関

係
で
あ
て
も
な
く
同
志
社
を
や
め
た
私
で
あ
っ
た
が
、
小
野
塚
先
生
は
東
大
農

学
部
講
師
に
九
の
み
こ
ん
で
下
さ
っ
て
一
応
浪
人
は
免
れ
た
が
、
月
給
二
十
五

円
で
あ
っ
九
。
そ
れ
か
ら
四
年
九
っ
て
九
大
法
文
学
部
の
喧
嘩
両
成
敗
事
件
が

あ
っ
て
、
よ
う
や
く
九
大
教
授
に
救
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
同
志
社
の
前
史
を
知
る
私
か
ら
見
る
と
、
今
日
の
同
志
社
は
全
く

変
っ
て
し
ま
っ
た
。
大
量
生
産
と
キ
リ
ス
ト
教
主
義
と
は
必
ず
し
も
矛
盾
す
る

項
目
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
基
金
の
な
い
大
学
教
育

の
不
健
全
を
い
っ
て
み
て
も
敗
戦
イ
ン
フ
レ
の
中
の
日
本
教
育
界
は
ど
ぅ
し
ょ

う
も
な
い
の
で
あ
る
。
財
政
は
学
校
と
い
ぇ
ど
も
ソ
ロ
バ
ン
に
合
う
必
要
が
あ

あ
る
。
良
い
教
育
を
求
め
ろ
な
ら
給
与
を
よ
く
し
て
、
研
究
施
設
を
充
実
せ
ね

ぱ
な
ら
な
い
。
今
日
の
私
大
は
国
大
に
較
べ
る
と
そ
の
施
設
の
外
形
は
極
め
て

立
派
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
借
金
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
施
設

は
借
金
で
ま
か
な
え
る
が
、
経
常
賓
の
充
分
は
借
金
に
ょ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な

し
か
し
、
借
金
の
負
担
が
経
常
賓
に
食
込
む
よ
う
に
な
っ
て
は
、
そ
の
財

、
0
し政
は
失
敗
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

恐
ら
く
今
後
、
国
立
大
学
は
施
設
に
お
い
て
も
漸
次
立
派
に
な
っ
て
ゆ
く
と

思
う
。
そ
の
兆
候
は
す
で
に
三
十
九
年
度
か
ら
施
行
き
れ
て
い
る
特
別
会
計
で

見
え
始
め
て
い
ろ
、
経
常
費
の
方
も
年
々
の
べ
ア
で
国
大
は
ま
だ
私
大
よ
り
は

良
い
よ
う
だ
。
た
だ
国
大
の
ネ
ッ
ク
は
定
員
法
に
ょ
る
人
的
制
約
と
公
務
員
法

に
制
約
さ
れ
ろ
研
究
質
の
低
き
で
あ
る
。
こ
の
点
は
私
大
は
自
由
で
あ
っ
て
、

大
学
を
大
学
そ
の
も
の
ら
し
く
経
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
多
分
に
あ

る
。
法
人
も
昔
の
よ
う
に
大
学
教
育
に
無
理
解
で
は
あ
る
ま
い
。
教
授
が
こ
れ

を
指
導
す
る
勢
力
さ
え
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
要
は
施
設
倫
の
よ
う
な
一
時

的
経
費
と
、
毎
年
引
き
つ
づ
い
て
必
要
な
経
常
贊
と
の
配
分
を
ど
の
よ
う
に
組

込
む
か
と
い
う
こ
と
が
、
今
日
の
私
大
経
営
の
コ
ツ
だ
ろ
う
と
思
う
。
経
済
学

者
た
る
住
谷
新
総
長
に
対
し
て
期
待
さ
れ
る
点
も
ま
た
こ
の
辺
の
事
"
ろ
う

か
と
思
う
。

歴
史
の
永
い
、
伝
統
豊
か
な
同
志
社
を
負
う
て
苦
心
も
多
い
と
思
う
が
、
活

躍
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。
最
後
に
一
一
言
呈
し
た
い
こ
と
は
、
総
長
の
求
め
る
支

持
者
は
理
事
会
で
は
な
く
し
て
、
同
志
社
学
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
ー
ど
ぅ

か
学
生
と
一
体
に
な
っ
て
や
っ
て
下
さ
い
。
そ
こ
に
秘
訣
が
あ
る
と
私
は
住
谷

(
校
友
・
前
佐
賀
大
学
長
)

新
総
長
に
伝
え
た
い
。
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